
授業科目名 担当講師名 対象学年 

 疾患と治療Ⅲ  女性生殖器   古謝 将鷹 ２年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日 時限 

講義 （５） 2 年生教室 前期 水曜日 ４限目 

実務経験  

学修内容 リプロダクティブ・ヘルス  女性医療 

到達目標 女性生殖器疾患の病因・病変の特徴を理解する 

事前学習  

授業計画  

№ 授 業 内 容 

１ 
診察・検査と治療・処置 手術療法 
理学的検査（双合診・膣鏡診） 
病理検査（細胞診・超音波検査・組織学的検査・内視鏡検査 

２ 

疾患の理解  
膣の疾患・子宮の疾患（膣炎・子宮下垂・子宮脱・子宮癌・子宮筋腫・内膜症） 
卵管の疾患・乳房の疾患・機能的疾患 
（卵巣腫瘍・乳がん・月経異常・更年期障害・不妊症・不育症・STD） 

３ まとめ・終講試験 

４  

５  

６  

７  

８  

９  

１０  

履修上の要件 
解剖生理学Ⅳ 女性生殖器 
病気とメカニズム 

テキスト、教材、 
参考書 

系統看護学講座 専門Ⅱ 成人看護学９ 女性生殖器  医学書院 
系統看護学講座 専門基礎 病理学         医学書院 
系統看護学講座 別巻臨床外科看護各論       医学書院 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

成績評価の方法  

備考  



 


